
年
二
回
無
人
の
部
屋
に
孫
子
満
ち

　平
均
年
齢
一
挙
に
下
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　湯
　河
　山
田
　司
郎

強
き
意
思
負
け
る
と
終
わ
る
闘
い
を

　野
球
の
神
が
流
れ
呼
び
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

孝
行
や
費
用
持
ち
に
て
高
野
山

　娘
に
感
謝
霊
廟
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　浅
川
　三
郎

爽
や
か
な
秋
風
に
乗
り
さ
っ
そ
う
と

　笑
顔
弾
み
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

汗
だ
く
で
草
刈
す
る
も
猛
暑
日
に

　夕
暮
れ
に
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
癒
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　上
石
見
　福
田
　輝
之

老
眼
鏡
か
け
た
ら
ひ
孫
が
驚
い
た

　ビ
ッ
ク
リ
す
る
な
よ
歳
相
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
石
見
　佐
伯
み
す
ず
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
の
会
編
集
室
選

じ
っ
と
手
を
見
る
静
脈
の
浮
い
た
老
の
手

　
　
　生
　山
　渡
辺
　圭
子

芽
か
き
さ
ぼ
っ
た
馬
鈴
薯
の
子
だ
く
さ
ん

　
　
　茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

三
才
の
ひ
孫
耳
元
に
口
よ
せ
内
緒
に
す
る

　
　
　神
戸
上
　柴
田
　篤
子

山
か
ら
山
に
古
里
の
空
に
と
繋
ぐ
飛
行
機
雲

　
　茶
　屋
　小
林
　道
子

新
緑
の
山
の
温
泉
孫
つ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　宝
　谷
　長
尾
　智
恵

遅
い
帰
り
を
セ
ン
サ
ー
の
灯
り
に
迎
え
ら
れ

　
　茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

短

　
　歌

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

紫
陽
花
や
乾
く
畑
が
告
げ
る
危
機

　
　
　
　
　萩
　原
　岡
本
　健
三

落
つ
る
花
咲
く
花
の
あ
り
凌
霄
花

　
　
　
　
　宮
　内
　木
村
萬
佐
子

梅
干
す
や
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
と
陽
を
求
め

　
　
　宮
　内
　田
邊
登
志
美

野
萱
草
と
び
と
び
咲
き
て
都
度
か
ら
れ

　
　
　宮
　内
　舩
越
　裕
子

短
冊
に
健
康
と
書
き
星
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　矢
　戸
　和
田
　淑
子

豊
作
か
穂
の
出
そ
ろ
う
も
待
ち
き
れ
ず

　
　
　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

さ
さ
ゆ
り
の
右
左
右
左
と
ゆ
く
衣
ず
れ
や

　
　菅
　沢
　
　秦
　節

ア
ジ
サ
イ
や
色
と
り
ど
り
に
平
和
か
と

　
　
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

無
縁
墓
だ
れ
が
手
向
け
た
お
み
な
え
し

　
　
　花
　口
　新
田
　祐
士

迎
え
灯
を
そ
こ
ま
で
来
て
待
つ
先
祖
様

　
　
　花
　口
　新
田
　祐
士

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　７
日（
日
）、21
日（
日
） 

14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

９
月
の
日
程

広
報
文
芸

「
応
援
す
る
」

「
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
送
付
く
だ
さ
い
。

さ
わ

の

は
ず

い
や

左手の人差し指と
親指で輪を作り右手
の人差し指と中指を
伸ばして右手の輪を
ボールにみたて蹴る
仕草をする。

２回くらいドリブ
ルをしてゴールに
向かってシュート
する仕草をする。
左手はそえる。

【応援･声援】
両手をグーにして
手を上手に置き、
旗を振るように左
右に動かす。

【助ける･サポート】
親指を立てた左手
の親指の背中部分
を右手で押し出す
ように軽く２回叩く。

う 

さ 

う 

さ

「
サ
ッ
カ
ー
」

の
う
ぜ
ん
か


